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製作意図
　日本の財産とは何だろうと考えた時に、見逃してしま
うものがある。それは「日本の海」の存在。海流の通り道で
もある日本の海は多種多様な生態系が生息し、世界に類
を見ない極小生物から巨大生物までが棲む。その中で巨
大生物の代表が「ダイオウイカ」。この幻の巨大生物は西
洋では「クラーケン」として恐れられ、生態系はまだ分かって
いない。この作品を通じて、日本の海に棲むダイオウイカの
知られざる生態には人類に役に立つ未知の可能性が秘められ
ていることを伝えていきたい。

シノプシス 
　作品は日本の海域で幻の巨大生物「ダイオウイカ」を探
すことから始まる。沖縄での目撃情報を手掛かりに、頭足
類研究第一人者・国立科学博物館・窪寺博士と共に生息範
囲を絞り込んでいく。日本海に目撃情報が多数あること
から富山湾で巨大生物との遭遇を待つ。長期に渡る取材
期間の中で、偶然ダイオウイカと遭遇し、手で触れる距離
での撮影に成功。さらに生態の謎を解明すべく三重国立
大学病院・成島教授率いる医学研究チームとダイオウイカ

の解剖を実施。その模様を世界で初めて4Kにて撮影。未知
の生物に秘められた謎に挑む研究チームの姿を追った。

受賞に際して
　今回の受賞につきまして、厚く御礼申し上げます。ダイ
オウイカは西洋では「クラーケン」として知られる伝説の生
物です。一般的には「巨大」で「奇異」な生物。深海のミステ
リーという認識があるかと思います。しかし、そのダイオ
ウイカは日本海域に生息する身近な海の仲間だったので
す。私たちが出会ったダイオウイカの泳ぐ様は、とても優
雅で、神秘的で、時空を超えて幻想の世界へと誘ってくれ
ます。きっと何億年と紡がれてきた命の尊さを感じると思
います。この貴重な映像を通じて、無脊椎動物への理解が
深まり、更には「海」という存在に対して、もっと謙虚に、もっ
と愛情を持って接していけば、そこに生きる命たちは必ず
未来へ紡がれていくものだと信じています。日本の方をはじ
め海外の方へ、「日本の海」は多様な生命を宿す「生命のゆ
りかご」であることを伝えていきたいと思っています。　
　　　　　　　　　 （監督/プロデューサー　元木伸一）
作品情報　http://kraken.main.jp

ダイオウイカ大解剖　映画・ビデオ:50分

ダイオウイカ大解剖
巨大生物　進化の謎

企画・製作：株式会社ツードッグ
演出：元木伸一／撮影：日本水中映像・オーシャンクロス

研究者：窪寺恒美（国立科学博物館）、成島三長（三重国立大学病院）
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